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No. 400 京大広報

『京 大 広 報』400号に寄せて

総長西島安則

「京大広報」は1969年の 5月に発刊されました。当時の奥田 東総長は発刊にあたって， ”広報活動と

いうのは「言うは易く行うは難し」の点があり ，...当面事実の報道ということに編集の方針をしぼっ

て－”と書L、ておられます。そして ，その第 l号は大学の改革問題を論じ， 問題提起を行うためその春に

発足した月曜会につし、ての報告から始まって各部局の記事が続いてし、ます。その年の 4月の末に， 中央

教育審議会から「当面する大学教育の課題に対応するための方策につL、て」の答申が 出され，やがて，

これに基づく，「大学の運営に関する臨時措置法案Jが国会に上程され， 7月には強行採決されましf.:..o

本学では 6月の末に大学問題検討委員会を発足し， 大学の未来像などの検討を始めました。「事実の報

道」とし、うことで，押えた筆致の記事に，その当時の大学の｜人j外にl吹き坑れる胤の激しさと 句｜人l発する

改革への熱気がかえって強く感じられます。

1977年の 1月1日の132号から表紙に写真が載り，本学の教育研究の活動を紹介する記事，また，名誉

教授の「随想」が始まりました。学問の香りを放ちつつ親しみやすい 「京大広報」へとの労力が今日ま

で続けられて来ました。そして， この1990年の暮れに第400号を刊行するに至りました。 名誉教授による

「随想」も260篇を越え，また，昨年の秋から始めた現職教官による 「洛書」も20回を越えましf.:..o

発刊以来21年余，これまで 2,900へージに もなった「京大広報」のために原稿をお寄せていただし、た

方々，広報の充実に御尽力下さった歴代広報委員会の先生方， そして ，広械のfl）行を陰で支えて来た広

縦調査·~の諸右に感謝します。

”＂＇＂11111111111＂’” I .，’H’11111111111111＂＂・川川 ’1111111111111’＇＂＂H・I・川lllJlllllllllHH•• I目＂＇’Ollllllllll111＂＇＂＇川 l川1111111111111’1・1・I ・111111’

＜大学の動き＞

環境保全について

このたび，環境保全委員会より，最近の本学を

めく‘る環境保全について報告と要請を受けまし

た。

これを機会に広く学内へ本学の環境保全への取

り組みを紹介し，一層の理解を得たいと考えます

ので，ここに全文を掲載します。

世界的にも環境保全の重要性はますます高まっ

ておりますO 本学としても，まず足元の環境保全

に万全を期したし、と考えます。

本学構成員一人一人が，環境保全についての立

識をJ.＼＇ち続けることを強く望むものであります 。

平成 2年11月21日

総長凶島安則

ー lUOti 

てJ!.J」x:2 ，，，ニ10月5b:l 

「最近の京都大学をめぐる環境

保全について」

環境保全長li会

現在，地球環涜問題を含め環境問題へ再ひ干土会

の関心が集まっているが，我が京都大学をめぐる

環境問題は今，どのよ うな状況にあるのであろう

か？

このたび本委員会では最近の動向を整出して人

たので以下に報告する。本学構成員の方々に環境

保全に対する一層のご理解をいただきたL、。

まず，実験排水系統の主主備につL、てであるが，

本学ではIii§和56年度より，本部キャ ンパスを手は

じめに，順次各キャンパスで実験掛水系を一般fll;

;j（系から分離し． その水質を集中管理担する Jステ
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ムに移行すべく整備工事を行

ってきたが，平成元年 3月病

院地lメーの故終貯仔'11曹の完成で

ほぼ全キャンハスにこの水n
管Jlj！システムが整備された。

しかし ，このシステムは水処

Jlf！.の機能を有していなL、。あ

くまでも水質の＇ii'n:視システム

であることに倒立していただ

きたし、。

具体的な水質の11ri；：視につL、

ては，各キ ャンハス単位で担

当部局の責任の もとに行われ

てお、り ，下水や河川への放流

I lでは pHは24時間連続測定

され ，他の排水基準水質項目

は原 則的に週に lj支測定さ

れ， lヶ月分をまとめて下水

道局もしくは所幣の保健所へ

定期報告してし、る。また，行

政側も公道に新たに設置され

た採7j（孔におし、て，随ll;'j，水

質11Kf視を行う体制をとってい

る。

参考ーまでに木部地医におけ

る実験扮｜水系統図を示す。

平成元年I0月より水質汚濁

防止法によって ，有機権素化

合物で洗浄斉｜！などに使用され
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てし、るトリクロロエ千レン，テトヲグロロエ千レ

ノが新たに有者物質の指定を受け，その管珂l体筒lj

が強化されて水質淑lj定項目にも迫力r1された。ま

た，同時に行政指将ながら， 四泡化炭素， いい

トトリクロロエ担ンについても水質測定を要請さ

れている。

)j，大気環境関連ではア スヘスト 問題がある

が，木学では昭和62年度より吹き付けアスへスト

の撤去作業を中心としたアスベスト対策が年次計

同で行われており ，現在も その対策工事を続行中

である。法律的にも大気汚染防止法の改正でアス

ベスト対策ヵ、強化されたが，本学においても本委

員会の指j与のもとで，より一隅の環境改善に努力

しているところである。

なお，本学と京都市との公害防止協定の中でボ

イラ一句から排出される窒素酸化物についての対

策が強化されたため，大型ボイラーを設置してい

る部局には今後窒素酸化物に関する排カ ス測定や

ボイ ラーの運転管理などに一昭の配慮をお願いす

ることとなった。

次に固形廃棄物関連では，感染性廃棄物の処Ff!

が緊急性の高い問題である。昨年11月には国より

「感染性廃棄物に関するカイド ライン」が 出さ

れ，本年 4月より各医療機関に対 し具体的な対応

策について行政指導がはじまっている。この問題

については本委員会としても，ここ数年，慎重に

論議を重ね， 「京郎大学における 感染性廃棄物処

.fl［！処分に関する基本方針」（平成元年 5月18日付

- 1007 
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総長通知）として一応の結論を得て，木学の関係

各位にその実現に向けーての勿力をおl~i'il 、している

ところで点、る p

感染性廃棄物の問題は，木学では病院が最も関

連が深L、が， λイオハザードの而では他の部局も

多少なりとも関係がある問題である。全学的な取

組みを期待したL、。

以上，本学をめぐる最近の環境問題を水，大

気，固形物分野ごとに概説したが，本学ではすで

に「京都大学排出水 ・廃棄物管理等規程」のもと

に「廃乗物処理基昨」を定め，環境保全七ンター

には実験廃液の処.EIU庖設を設置し，実験排水系の

終的など本学の環境保全に種々の対策を講じてき

たところである。 しかし，最近，環境保全七ン

ターで処珂し ている有機廃液量は桝加の一途をた

どっており ，焼却炉設置当時の設計値をはるかに

必える状況となってきていゐ。 また．千キキャンハ

スの実験排水の木町についても， 吊す~｝；奇~nが頻繁

に基準伯すれすれの値を示しており ，食堂掛水に

ついても，たびたび油分濃度 が基準値をJ出えて

いる。このため下水道局から水質特別の改警につ

いて指摘を受けーてL、る状況である。

本学の卯境を守るためには，もとより，本学構

成員一人一人の自覚が最も.m要である。 特に実験

関係者には有機廃液の発生最の抑制！と重金属類の

徹底した回収をお願し、したし、。また，先にも述べ

たように，本学をめくる環境問題は次々と新たな

局而をむかえている。木学の関係各位に，より－

mのごJffl.解とご支援をお願L、する次第である。

1111111＂＂＇’川・川1111111111111"""""" 11111111111111 ＂＂＂ ＂•川川111111111111...・白川1・111111111111111れH I川町u111illlllllil＂＇＂””＂＇’ 1111111111111"

10月17日，18日の事態

さる10月17FI（水）• 18日 （木）の両 日にわた

り本学にオ品、て起った一連の市態は，おおむね次

のとおりである。

(1) l 7日（水）午前 6ll;'f45分頃，教養部ストライ

キ実行委員会を名乗る約30名の集団が総長吉宗を封

鎖し占拠した。

学生部長は，学生部委員とともに直ちに総長室

の占拠を解くよう繰り返し説得に努めたが，応じ

る気配を示さなかった。

午後4時50分頃， 学生部長l主総長室を占拠して

いる者及び法経第 7教室南側にし、る集団に対し，

占拠を解除するよ う警告を発すると同II、？に符告文

（別記 I）を学内に掲出した。

午後8時40分頃，学生部長は総長名による退去

命令（男｜］記 2）を発し，直ちに退去するよう 通告

した。

18日 （木）午前6時頃，再び退去命令を発する

とともに， 20分以内に退去するか，もしくは退去

の意思を表示するよう説得に勿めたが，総長室を

占拠している者からは退去する胃の表示は無く，

このため総長は同 6時25分頃，作祭の出動を要請

するとともに故後の退去命令を発した。

午前 6ll;'f30分頃，警官隊が学内に入り総長室の

封鎖を解除した。この時，占拠していた者 2:f=1が

逮捕された。

その後，警察による総長室及びその周辺の実況

見分が行われ，午前 911年45分頃終了した。

-ions 

この事態に関連して， 10月20日 （土）午後 2IJ寺

から午後 4時20分までの間，総長室，木部棟屋上

及び本部棟周辺について，警察による現場検証が

木学関係者了λ会いのもとに行われた。

（別記 I) 
域11<:&
f仁1

総長室の占拠は大学として許し刻n、ので，直ち

に占拠を解除せよ。

平成 2年10月17日

京都大学学牛部長 佐野哲郎

（別記 2)

退去命令

総長室の占拠とい う今回の行為は大学として許

し難いので，総長宅及び総長室前廊下にいる者は

rri:ちに退去せよ。

平成 2年10月17Fl 

京都大学総長 西島安則

(2) 18日 （木）午後6時40分頃から ，宵祭による

教養部A号館121教室の捜索が行われた。

この捜索は，午前中の事態に係る建造物侵入，

窃盗，公務執行妨百，暴力行為等処罰に関する法

律違反被疑事件について，本学関係者立会いのも

とに行われ，午後 7時頃終了した。

また，同 7時頃から 8時40分までの間，熊野Jl

B棟内の2室及びその前の廊下についても 捜索が

行われ， ビヲ等が押収された。
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(3) 10月17日（水）' 18日（木）の事態に対して

総長は，次の文書を令：午に.Jllll¥した。

掲示第 7：寸

10月17II 111-i問， 教義fHIスト ライキ実行委員会を

名乗る者によって総長宅が占拠され ると し、 う事態

が発生しました。

学生部長， 学生部委員によって直ちに占拠を解

除するよ う説得に努め，？干告文を示し，更に昨夜

退去命令を売しましたが，これを受け入れず，そ

N・F・・・・’‘’1111 ............ .,11111•• ・ ・・"'"Ii l’，， .. . 

京都大学エンプレム

11月6日開催の評議会において，次に掲げる意

慌を本学のエ ンプレム（Emblem〕と すること

が了承された。

このエンプレムの原型は，昭和25年頃庶務課

小川録郎氏（故人）により考案され，以来今日ま

で「事務局シール」として事務局及び部局におし、

て，印刷物，レターヘッド学に使用されてきたも

のであるが，国際交流の進展にともない，その必

要性が高まってきたので，本学工学部建築学科

川崎 山教授及び京者1i.；；；術短期大学ビジュアルデ

ザイン学:fl・久谷政樹教授に専門的な検討を依頼

し，本立匠のとおり改められたものである。

このエンプレムが，より一府愛用され，本学の

・・’・．．－－．．・・．・・・．．－・．．－．．・－．． ・－．．・・・・’・．．・・．．・・．．’・．・－．．・・．．．・．． ・－．．・・．． ・．．．－．．．－．．． ・．

ぐ栄誉＞

宮風隆夫技官 （医学；＇~j ）附属病院理学療法部）

医学における教育 ・研究の補助的業務に関し顕

著な功労があったことにより， 11月9日，文部大

臣から平成2年度医学教育等関係業務功労者の表

彰を受けーた。

の後も占拠を続けました。

大学としてはこのような行為は絶対に放置でーき

ないので，木H早朝章一ねて退去命令を発し，その

後やむをえず件察の出動を要f¥11fし，事態の解決を

閃ることにしました。

ここに，木学関係各位のご耳！解をお願L、する次

第です。

平成2年10月18日

京都大学総長 西島安則

・""11111 ..・ ー“・1111,..... "'"llJ111 .....・

エンブレムと しての定着が望まれる。

なお，エンプレムは，主として外国語による文

~JJ~；に使用されるものであるが，日本語の名誉博

士記等には，次の シーノレが使用されている。

¥ ¥ ＼、〓ー司戸、＼

－~る補足＼
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＜部局の動き〉

基礎物理学研究所統合記念式典

基礎物理学研究所と広島大学理論物理学研究所

の統合の記念式典が，11月21日（水）午前11 [i;'fか

ら宇治地区共通大会議室て、行われた。 これは，両

研究所が木年 6月8日付で統合し，新たに拡充強

化された全国共同利用研究所として再発足したこ

とを記念して行われたものである。

当日は，天候が心配されたが幸い晴天で，文部

省、学術国際局佐々木正峰研究機関課長，日本学術

会議近藤次郎会長，広島大学田中｜監荘学長，高エ

ネルギ一物理学研究所菅原寛孝所長，日本学術振

興会沢田敏男会長（前総長），西島和彦前基礎物

思学研究所長ほかの学外招待者，西島安則総長を

はじめとする学内関係者，併せて約150名が出席

1009 
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く紹介＞

した。長岡洋介基礎物翌日学研究所長，京/'ij）大学総

長，広島大学学長のJ刻字の後，文部大臣（代読）.

日本学術会議会長，高エネノレギ一物川！学研究所

長 ，佐藤幹夫数理解析研究所長から祝辞が述べら

れた。今回の統合は，異なる大学に出するこつの

研究所の統合という新しい試みであっただけ・に，

内外の注目を集めており，祝昨でもその成果への

期待が強く述べられた。

式典終了後，同会場で祝宴がIJFJかれ，また ， ~r

後 3時30分からは会場を北部梢｜付の基礎物坪学研

究所大講演室に変えて，記念講演会が聞かれた。

講演会では，本研究所池田研介教授が 「カオス J,
同藤川和り］教J長が「物即法則の幾何学化」と題し

て，それぞれ約 l時間の請出を行った。誹泌会の

出席者は学生市民等を併せてがJl20;:f'，であった。

想22円（木）には，午前IOil年より記念シ ンホジ

ウム「基研の将来像」が！JfJH~ され ，統合後の基礎
物Jffl.学研究所のあり方について討論がなされた。

（基礎物列！学研究所）
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代表的な金属酵素チ卜クローム P450のコンビュー
タグラフィックス （チトクロ ーム P450は生体内で
薬物代謝，生理活性物質（ステロイド等）の水門変化
をつかさどる。金属酵素の特異な性質を盟解し，新
しい機能をもっ化合物の設計lと役立てていく tで，
構造の解明がその第一歩であるの）

工学研究科分子工学専攻

化学は物町のさ:tl免を経験的にとらえるだけでな

く，新しし、機能をもっ分子や材料のii世討を行う学

問としてその分野を急速にひろげつ L ある。分 f

r学専攻は，このよ うな化学 の新しい展開の111

で ． 原了ー ・ 分子などのかかわる微悦的現象を.£11'.~i命

的 ・実験的に解明し，そのj反栄を l学に応用する

学問 ・研究領域を担う専攻として昭和58{JO::4 ) Jに

ぷ i'fi'. された。 分子工学専攻は ｜一学部で最初の~l\'1

専攻であり ，基幹講座； 3・協力講座 4の合計 7~品

~が，；泣けー られてし、る。 昭和6 1 年夏には作製の研究

棟が本部椛内西北~Jに媛了一し ，基礎研究の充実と

化学の新しい領域のIJfl桁をめざして，法幹講座と

協力誠ptが一体となった新しい形の大学院教育に

取り組んでし、る。 また，教室主催の コロキウムが

年lO同開催され，学｜λl外及び教室内教’，..，.による講

演と議論を通し てー研究室聞の連行Lとt:ll交が深め

られている。

本専攻の 7つの講座で行っている教育 ・研究の

内容を以下に制介する。

分子設計学講座 金属静素を小心に， ~［：：体分イ

の特集なVE'l'fと機能の発現には’1U'. 了のネifj/Jが ~m:'Jloi 

な立味をもっとの観点から，そ1:休分 fやそのモデ

ル化合物の’，[1（－的性質や化学~院を実験的に解明

する とともに，それらを制御する飾的及び動的fi'li
j主因 fを見いだして．新しい特性をノボす新規機能

性化合物の分 子設引を行っている。

分子物性工学講座 分了の物Jlj！＿的，化学的f'l:'fl'

分了と分「の相互作用など多係な化学事象を刈象

とするJ1jl＿論的研究を行ってL、る。 また．分下物tt

を支配する因子の解析と，i'l1ffffiを基椴とする新鋭な

物性材料や化学反応のii主計をめざして， 11:（－化学

の基礎Fl!論と X線分光などの応用実験とのfJt-fFIに

よる新しい方法論の展開を図っている。

分子エネルギー工学講座 分子素 fのための多

元並びに多屯情報変換機能を有する分 fの1&iHと

合成，並びにその材料化によ る分子機能材料の設

計と構築，光誘起屯子伝達系を[fj＼， 、る 光エネルギ

ー及び光↑1'i・械の変換分子システム ，；q＿’，[1i''l:高分干

の機能化 と止目的II史構造制御によ る：1tf材料のIJ日発

などにつし、て研究を行っている。

分子触媒工学講座 均一系及び-1＇均一系触媒反

応の機構を分チ論的立場で解明し． それを基礎に

した削t11_!U¥l:H及び触媒反応の開発を行っているη
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